
 

食
の
原
点
「
米
」
に
つ
い
て
学
ぶ 

 

十
月
十
五
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学

校
二
年
生(

十
四
名)

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症(

コ
ロ
ナ
禍)

リ
ス
ク
を
回
避

す
る
た
め
、
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
の

一
連
の
実
習
は
中
止
、
本
日
、
や
っ
と
脱

穀
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

同
校
は
、
平
成
十
八
年
か
ら
四
谷
の
千

枚
田
を
圃
場
と
し
、
新
城
市
鳳
来
総
合
支

所
地
域
課
を
窓
口
に
育
農
を
通
し
て
食

の
原
点
「
米
」
を
題
材
に
田
植
え
か
ら
脱

穀
ま
で
の
一
連
の
農
作
業
を
体
験
実
習
。

将
来
、
食
の
プ
ロ
と
な
る
学
生
諸
君
と
と

も
に
、
一
粒
の
米
が
食
糧
の
主
食
に
な
る

ま
で
の
過
程
を
学
ん
で
き
た
。 

 

そ
こ
で
、
学
生
諸
君
に
「
四
谷
の
千
枚

田
の
概
要
」
と
「
知
っ
と
く
」
を
当
日
の

資
料
と
し
て
私
な
り
纏
め
て
み
た
。 

四
谷
の
千
枚
田
の
特
徴 

・
鞍
掛
山
に
降
り
注
い
だ
雨
が
浸
透
、
湧

き
水
と
な
り
棚
田
全
部
を
潤
し
て
い
る
。 

・
稲
架
で
天
日
干
し
を
す
る
こ
と
で
美
味

し
い
お
米
が
産
出
さ
れ
る
。(

こ
の
地
域
は

中
山
間
地
特
有
な
の
夜
露
、
朝
霧
が
多
く
、

稲
架
干
し
稲
穂
に
降
り
か
か
り
、
ゆ
っ
く

り
と
熟
成
さ
れ
、
美
味
し
さ
が
増
す
。 

・
地
形
は
日
本
三
大
石
積
棚
田
の
一
つ
に

数
え
ら
れ
て

い
る
。 

・
千
五
百
万
年

前(

設
楽
火
山)

の
地
殻
変
動

が
起
因
し
た

転
石
群
と
湧
き
水
を
利
用
し
て
棚
田
が 

構
築
さ
れ
て
き
た
。 

・
か
つ
て
は
、
約
千
二
百
枚
の
田
ん
ぼ
が

耕
さ
れ
て
い
た
が
昭
和
四
十
六
年
か
ら

同
五
十
年
ま
で
コ
メ
余
り
対
策
の
一
環

と
し
て
年
に
二
割
の
減
反
、
転
作
を
国
か

ら
強
い
ら
れ
た
。
減
反
政
策
と
経
済
成
長

か
ら
平
成
元
年
に
は
三
百
七
十 

枚
ま
で

に
減
少
し
た
。 

・
現
在
は
四
百
枚
程
度
が
保
全
管
理
さ
れ

て
い
る
。 

 

稲
の
一
生 

・
田
植
え 

五
月
上
旬 

・
中
干
し 

六
月
中
旬 

・
授
粉
期 

七
月
中
・
下
旬 

今
年
は
受

粉
期
の
ほ
と
ん
ど
が
雨
で
あ
っ
た
。
そ
の

影
響
か
、
粒
が
や
や
小
粒
で
あ
っ
た
。
場

所
、
品
種
に
よ
り
実
入
り
が
少
な
い
傾
向

が
み
ら
れ
た
。 

・
落
水 

 

八
月
下
旬(

廿
日
以
降) 

・
稲
刈
り 

九
月
初
旬
～ 

・
脱
穀
・
籾
摺
り 

湿
度(

乾
燥)

十
四
％

を
基
準
、
そ
れ
以
上
の
乾
燥
は
胴
割
れ
が

生
じ
る
。 

知
っ
と
く 

・
茶
碗
一
杯
（
中
盛
り
）
の
ご
は
ん
の
重

さ
は
約
百
五
十
㌘
。
お
米
（
精
米
）
だ
と

約
六
十
五
㌘(

炊
く
前
の
ご
飯
は
大
人
の

茶
碗
だ
と
約
六
十
五
㌘
程
度
で
、
水
を
加

え
る
こ
と
で
倍
以
上
と
な
る)

こ
れ
は
、お

米
は
炊
く
と
一
緒
に
入
れ
た
水
を
吸
っ

て
膨
ら
む
た
め
、
ご
は
ん
の
重
さ
は
お
米

の
重
さ
の
約
二
．
三
倍
に
な
る
。(

品
種
や

炊
き
方
に
よ
り
違
い
は
あ
る) 

・
茶
椀
一
杯
の
お
米
の
粒
（
約
六
十
五
㌘
）

は
約
三
千
二
百
五
十
粒
。
稲
一
株
に
は
約

二
十
二
本
の
稲
穂
が
つ
い
て
お
り
、
一
つ

の
穂
に
つ
い
て
い
る
籾
は
約
七
十
粒
で

あ
る
。
こ
れ
を
茶
碗
一
の
ご
は
ん
の
米
の

粒
か
ら
計
算
す
る
と
、
茶
碗
一
杯
の
ご
は

ん
は
、3
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か
ら
、

稲
は
約
二
、
一
株
と
な
る
。 

・
一
杯
ぶ
ん
を
茶
碗
八
分
目
と
仮
定
す
る

と
、
一
杯
〇
、
五
合
、
大
人
の
茶
碗
に
は

百
五
十
㌘
、
約
二
千
七
百
粒
が
入
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

・
「
ご
飯
一
杯
」
は
白
米
の
場
合
は
二
百

五
十
㌔
カ
ロ
リ
ー
、
玄
米
で
は
二
百
四
十

八
ロ
カ
ロ
リ
ー
で
あ
ま
り
変
わ
り
な
い
。  

・
現
在
の
日
本
で
は
お
米
の
消
費
量
が
約

半
世
紀
の
半
分
と
な
っ
て
い
る
。 
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。 

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
被
害 

梅
雨
時
期
に
中
国
大
陸
か
ら
ジ
ェ
ッ

ト
気
流
に
乗
っ
て
飛
来
、
増
殖
し
続
け
、

登
熟
期
後
半
に
被
害
を
も
た
ら
す
。
愛
知

県
で
は
過
去
最
大
の
二
十
回
以
上
が
飛

来
、
東
三
河
に
大
き
な
被
害
を
齎
し
た
。 

 

千
枚
田
の
ほ
と
ん
ど
が
「
ミ
ネ
ア
サ
ヒ
」

で
、
他
品
種
よ
り
成
熟
期(

実
り)

が
や
や

早
い
た
め
か
、
被
害
は
少
な
か
っ
た 

               

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

 

 第 206号  



 

お
知
ら
せ 

 
恒
例
の
「
収
穫
感
謝
祭
」
は
コ
ロ

ナ
禍
の
状
況
を
踏
ま
え
、
会
員
総
意 

の
も
と
中
止
し
ま
す 

エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う
視
察
対
応 

「
エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う
」
は
、
安

城
市
の
環
境
課
題
に
取
り
組
む
団
体
で
、

恵
ま
れ
た
環
境
を
保
持
し
て
い
る
「
四
谷

の
千
枚
田
」
に
は
過
去
数
回
訪
れ
、
環
境

保
全
研
修
・
観
察
会
等
を
実
施
、
ま
た
、

「
四
谷
の
千
枚
田
」
の
環
境
活
動
を
テ
ー

マ
に
講
演
な
ど
も
依
頼
さ
れ
、
安
城
ま
で

出
向
い
た
り
し
て
心
地
よ
い
関
係
を
保

っ
て
い
る
。 

そ
の
一
環
と
し
て
十
月
三
日
、
会
員
十

三
名
は
千
枚
田
を
訪
れ
、
石
積
棚
田
の
稲

架
干
し
の
風
景
を
堪
能
し
た
り
、
環
境
保

全
に
つ
い
て
質
問
、
闊
達
な
意
見
交
換
が

成
さ
れ
た
。 

子
ど
も
農
学
校 

稲
刈
り
体
験 

 

Ｊ
Ａ
愛
知
東
主
催
の
第
七
回
こ
ど
も

農
学
校
が
九
月
二
十
六
日
、
千
枚
田
の
一

番
高
い
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
圃
場(

保
存

会
顧
問
の
高
橋
庄
一
に
よ
る
コ
メ
つ
く

り
指
導
、
水
管
理)

で
稲
刈
り
を
行
っ
た
。

当
日
は
児
童
五
十
六
名
が
父
兄
、
ス
タ
ッ

フ
ら
と
と
も
に
秋
晴
れ
の
下
、
ノ
コ
ギ
リ

鎌(

稲
刈
り
鎌)

で
稲
を
刈
っ
た
り
、
サ
ル

稲
架
を
作
り
、
掛
け
た
り
、
日
頃
行
っ
た

こ
と
も
な
い
農
作
業
に
父
兄
も
ス
タ
ッ

フ
も
ヘ
ト
ヘ
ト
。
元
気
だ
っ
た
の
は
児
童

だ
け
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
日
収
穫
し
た
米
は
「
四
谷
の
ハ
ザ

か
け
米
」
と
し
て
、
十
月
二
十
四
日
市
内

Ｊ
Ａ
直
売
所(

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
し
ん

し
ろ)

で
、こ
ど
も
農
学
校
の
子
ど
も
た
ち

に
よ
っ
て
販
売
さ
れ
ま
し
た
。 

グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
賞
状
の
紹
介 

既
報 

賞
状
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の

状
況
等
を
鑑
み
郵
送
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

余
剰
米
の
出
荷 

 

天
候
不
順
な
ど
に
よ
る
不
作
に
備
え
、

棚
田
の
百
姓
の
多
く
は
備
蓄
米
を
保
管
、

新
米
が
で
き
て
も
古
米
か
ら
食
べ
る
質

素
な
風
習
が
あ
る
。 

 

十
月
二
十
一
日
、
そ
の
、
余
剰
米
を
「
だ

ん
ご
」
で
有
名
な
八
雲
だ
ん
ご
の
鈴
木
社

長
さ
ん
は
、
千
枚
田
保
全
に
苦
労
し
て
い

る
お
百
姓
さ
ん
に
少
し
で
も
お
役
に
立

て
ば…

と
余
剰
米
を
お
買
い
頂
き
、
「
千

枚
田
五
平
餅
」
に
加
工
、
郵
便
局
と
タ
イ

ア
ッ
プ
。
宅
配
便
と
し
て
全
国
展
開
。
耕

作
者
は
一
様
に
「
お
か
げ
で
新
米
が
た
べ

ら
れ
る
し
、
オ
カ
ズ
も
買
え
る
」
と
喜
び
、

田
ん
ぼ
に
お
礼
を
と
、
早
々
と
、
干
し
草

を
運
ん
だ
り
、
耕
し
た
り
、
棚
田
保
全
に

頑
張
り
を
み
せ
て
い
る
。 

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
審
査 

既
報(

第
二
百
二
号) 

 

十
月
二
十
二
日
、
四
谷
の
千
枚
田
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
作
品
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。
詳
細
、
結
果
等
は
次
号
に
掲

載
予
定
。 

環
境
整
備 

 

十
月
二
十
五
日
、
保
存
会
は
秋
の
環
境

整
備
「
草
刈
り
」
を
実
施
、
作
業
後
の
御

日
待
は
定
番
の
鳥
長
の
皮
肝
で
一
献
。
和

気
藹
々
の
時
間
を
過
ご
し
た
。 

朗 

報 
 

七
月
一
日
、
大
雨
土
砂
警
報
レ
ベ
ル
３

が
起
因
し
た
千
枚
田
入
り
口
付
近
の
農

道
崩
落
個
所
は
今
年
度
中
に
工
事
、
完
成

の
予
定
で
す
。 

 

    

行 
 

令
和
二
年
十
一
月
一
日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 
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山 

舜 
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